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奈良女子大学協働事業 

｢奈良の木｣｢奈良の木｣｢奈良の木｣｢奈良の木｣を使用したを使用したを使用したを使用した 暮らし暮らし暮らし暮らしの道具の道具の道具の道具をつくりましたをつくりましたをつくりましたをつくりました 
 

 

 

奈良県では、奈良女子大学と協働し、平成２５年度において奈良県産材を使用し

たくらしの道具のデザイン開発を進めておりました。 

その成果として、５つのカテゴリーで２０点に及ぶ暮らしの道具と公共家具の試

作品が完成いたしました。 

 平成２６年度は、これらの商品化に取り組み、県産材の魅力発信と需要拡大につ

なげていきます。 

 

今後の取り組み 

 ・見本市への出展や雑誌への掲載等による商品化の推進 

 ・奈良女子大学の生協での販売やオープンキャンパスでの配布を検討 

 

 

＜＜＜＜暮らしの道具・家具製品暮らしの道具・家具製品暮らしの道具・家具製品暮らしの道具・家具製品開発開発開発開発プロジェクト会議プロジェクト会議プロジェクト会議プロジェクト会議メンバーメンバーメンバーメンバー＞＞＞＞  ・奈良女子大学 教授   中山徹 特任教授 藤野千代 学生   ・デザイン   TAKAHIDE HASHIMOTO DESIGN 橋本崇秀   ・木材加工技術 有限会社グリーンフォレスト 田中寿賢  ・試作（暮らしの道具 18 点） 株式会社ウッドベース 菊谷紀恵  ・試作（ｽﾄﾘｰﾄﾌｧﾆﾁｬｰ 2 点）  宇陀市森林組合 辻本陽介 ・奈良県森林技術センター ・奈良の木ブランド課 

農林部奈良の木ブランド課 
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